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令和６年玄海町議会定例会６月第２回会議議事日程（第２号） 

 

   令和６年６月13日 午前９時開議 

  日程１  一般質問 

 

令和６年玄海町議会定例会６月第２回会議一般質問通告書 

質  問  者 質    問    事    項 答弁を求める者 

２番 松 本 栄 一 君
１．高度化通信網構築事業（ローカル５Ｇ）に

ついて 
町    長 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前９時 開議 

○議長（井上正旦君） 

 おはようございます。ただいまの出席議員は10名であります。定足数に達しておりますの

で、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程につきましては、あらかじめお手元に配付しております議事日程表によっ

て御了承方お願いいたします。 

      日程１ 一般質問 

○議長（井上正旦君） 

 日程１．一般質問を行います。 

 質問の通告があっておりますので、順次発言を許します。２番松本栄一君。 

○２番（松本栄一君） 

 改めましておはようございます。２番松本です。議長の許可が出ておりますので、一般質

問を行います。 

 今からの日本は、人口減少や地方の過疎化、また消滅危機に至る地方自治体が、2040年に

は日本の全体の約半数が消滅の可能性があると日本経済新聞の記事にありました。約

1,800市町村の半分の存続が難しくなると予測されています。この記事は約10年前に出され

たもので、現在と照らし合わせても、そのレール上に沿った推移であると考えられます。 
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 私はこの状況を踏まえ、私たちの自治体を存続できるように、約900以内の市町村にかじ

を取っていかなくてはならないと考えます。そのためには、ミクロの観点からマクロの観点

に移行しなければなりません。 

 約四、五十年前にネットワークがあれば、仕事の効率はどのように変わったでしょうか。

当時、コンピューターは単体で使う機器であり、高価で一般層には普及していませんでし

た。しかし今現在、科学技術の発展もありネットワークは世界中に網の目のように張り巡ら

され、これを使えば世界中に情報発信したり情報収集が簡単にでき、世界中の人とつながる

ことができます。総務省のホームページに、2040年には今の生産労働力の基準として、日本

では約49％が人工知能とロボットを活用した労働力の維持を予測されております。 

 玄海町では、日本初の高度化通信網構築事業（ローカル５Ｇ）を誘致しましたが、町民の

理解が難しいと思われますので、町民が理解しやすいように、まずは説明をお願いいたしま

す。 

○議長（井上正旦君） 

 脇山町長。 

○町長（脇山伸太郎君） 

 改めましておはようございます。 

 先ほど松本栄一議員のローカル５Ｇについて町民が理解しやすいように説明してほしいと

いう内容の御質問に対して、御説明する形で御答弁申し上げます。 

 最近は、このローカル５Ｇもですが、今年から実証実験しますデマンドバスとか、横文字

がもう当たり前に使われるような時代になりましたし、ＤＸやＧＸとかグリーントランスフ

ォーメーション、デジタルトランスフォーメーションも略称とかでもう当たり前に書かれ

て、なかなか理解しにくい状況にもなっております。 

 それから、先ほど質問の中にありましたが、人口減少、過疎化が進んでいるということ、

これはもう玄海町は少子・高齢化の中で人口減少も進んでおりますので、そしてまた先ほど

申されました消滅可能性の自治体、佐賀県でナンバーワンになっております。そういった自

治体にならないようにということで、私もこれまでずっといろいろ子育て政策とか、いろん

なことに取り組んでまいったところでございます。 

 ミクロとマクロの件でも、あとコンピューターもですが、私も電気屋をしてたおかげでコ

ンピューターはいち早く使っておりましたが、これもなかなか普及はしなくて、ウィンドウ
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ズ95が出てからだんだん普及して、その当時もまだ役場は使ってらっしゃいませんでした

が、個人個人で買いながら、そして今現在は役場でも皆さんがパソコンを使えなければ役場

に入れないような状況になっております。そしてまた、ワードやエクセルも採用時にほとん

どの方が使えるような状況になって、なかなか難しい時代ではあるのかなと思っております

が、若い人は柔軟なだけに、それだけに使いこなしてるんだなと思っております。スマホに

関しましてもですね。 

 まず、ローカル５Ｇについて御説明いたします。 

 まず、５Ｇとは、携帯電話などで使用される無線通信の第５世代のシステムであり、これ

までの４Ｇと比較して通信速度が上がっただけでなく、より多くの機器が接続できるように

なったこと、通信の遅れが極めて少なくなったことといった新たな機能を持つ次世代の無線

通信となっております。 

 では、ローカル５Ｇとは何かということでございますが、これもなかなか理解しにくいと

いうか分かりにくいところがあろうかと思っております。携帯電話のように不特定多数の方

が使える通信ではなく、特定の地域や、自らの建物内や敷地内だけを対象として独占的に使

うことのできる無線通信でございます。 

 ここで、ローカル５Ｇが独占的に使える無線通信であることによってどのような恩恵があ

るのかについて、具体的な例を挙げて御説明いたします。 

 花火大会など多くの方が集まる場所にいる際に、携帯電話のデータ通信速度が遅くなった

経験がある方もいらっしゃるかと思います。これは、そのエリア内のデータ通信の容量が決

まっている中で、多くの方が一斉にデータ通信を行うことで一人一人の通信速度が低下する

ことによって起こる現象であります。また、災害時とかに電話とかが使えなくなったりイン

ターネットが使えなくなったりするのも、一遍に皆さんが使うから容量が足らなくて使えな

くなるような、そういった状況でもあるかと思っております。 

 一方で、先ほど御説明申し上げた独占的に使うことのできる無線通信であるローカル５Ｇ

の場合は、このように意図しない要因による通信速度の低下が発生しにくい通信方法でござ

います。 

 具体的な活用例といたしましては、ＡＩによる監視カメラがその一つとして挙げられま

す。ＡＩを活用したカメラで河川の氾濫状況を自動的にお知らせするシステムを使う場合に

は、常時鮮明な映像をデータ通信し、ＡＩで分析し続けることが必要となります。この場
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合、大容量のデータ通信が必要になり、また途中で映像が途切れることがあれば河川の氾濫

を検知することができませんが、ローカル５Ｇを用いることによってこの問題を解決するこ

とができます。あくまでも一例ではございますが、このような活用ができるのがローカル５

Ｇの特徴であり、このほかにも雨量データなどの防災情報を詳しく把握できることによっ

て、災害対策体制の強化が期待できます。 

 なお、補足でございますが、今回の高度化通信網構築事業では、ローカル５ＧのほかＷｉ

－Ｆｉなども併用しながら、これらを活用する企業を町内に誘致し、町内の雇用や経済の活

性化を図るとともに町民の生活の利便性の向上を図ってまいります。 

 先ほど松本議員が質問の中で言われましたように、まず高度化通信網ローカル５Ｇは今ま

で自治体が取り扱った先例がありませんので、私たちの取組に対してもなかなか難しいとこ

ろがありましたし、議会の皆さんにも御理解いただきながら、今後このローカル５Ｇで町の

活性化につなげていきたいと考えているとこでございます。 

○議長（井上正旦君） 

 松本栄一君。 

○２番（松本栄一君） 

 今日された説明によって、ある程度の理解をしやすいような形にはなるのかなと思ってお

ります。やっぱり実際使ってみないと、皆さんもこういった利用ができるのかとかそういっ

た部分が分かられないと思います。 

 非常に最先端の技術を取り入れた形になってくると思いますので、企業誘致には向いてい

ます。しかし、その中で町民さんが利用するにはどのような利用方法があるのか、これを少

し説明をお願いします。 

○議長（井上正旦君） 

 脇山町長。 

○町長（脇山伸太郎君） 

 町民が利用するにはどのような利用があるのかの御質問に対し、御答弁申し上げます。 

 このローカル５Ｇっていうのは先進的な事業でありまして、なかなか住民さんにとってす

ぐに直結するような事業ではありませんが、例えば一例として、いろいろ産業分野に関しま

してのお話をしたいと思っております。 

 例えば、農畜産業分野におきましては、離れた場所にある機械を操作して草刈りができる
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ようになったり、これまでよりも精度の高いカメラやセンサーを使って農地を管理したり、

家畜の健康状態を把握したりするという利用が期待されます。水産業分野におきましては、

農畜産業同様にカメラやセンサーを使って海面や養殖場の状況を監視することができるよう

になることで、適切な管理が可能となることが期待されます。 

 また、近年注目を集めているｅスポーツの分野におきましては、インターネットを通じて

遠隔地の選手と対戦をすることもできますが、この場合、通信速度が勝敗の要因の一つとな

ります。通信速度の低下が起きにくいローカル５Ｇは、ｅスポーツでも活用が期待されま

す。 

 また、唐津青翔高校におきましては、ｅスポーツやデジタルアートなど先進的な教育を行

う特色ある学校づくりに取り組まれております。住んでいる都道府県の枠を超えて自分の興

味、関心のあった高校を選択することのできる地域みらい留学の制度を活用して、全国から

生徒募集されております。ローカル５Ｇの活用でｅスポーツが盛り上がることによって、唐

津青翔高校の魅力向上にもつながるものと考えております。 

 また、体を動かすリズムゲームなどを行うことで、介護予防や高齢者の生きがいづくり、

健康の増進につなげることを目指し、ｅスポーツの推進に取り組んでいる例もございます。

ｅスポーツは、若い人から高齢者の方まで、いろんな方々の利用の仕方があるところでござ

います。 

 また、医療の分野におきましても、遠隔診療での活用が一つの例として挙げられます。こ

れは、自宅にいながらタブレット端末などを通じた映像と音声のやり取りによって医師の問

診を受けられるものであります。 

 このように、様々な分野でローカル５Ｇなどを活用することによって、各種サービスを充

実させることができ、これにより住民の皆様が安全・安心に暮らせるまちづくりにつながる

ものと考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（井上正旦君） 

 松本栄一君。 

○２番（松本栄一君） 

 町民さんが便利になるということは、今までの不便さを解消することにもなっていきます

よね。 
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 それにおいて、高度化通信網構築事業といいますと、これは企業誘致の分野にもなってく

るということで、企業をメインとした誘致になるんじゃないかなと思っております。その中

で、誘致するに当たっては町にも何らかのメリットが必要だと思いますが、その点をお伺い

いたします。 

○議長（井上正旦君） 

 脇山町長。 

○町長（脇山伸太郎君） 

 町にはどのようなメリットが生まれるのかの御質問に対し、御答弁申し上げます。 

 先ほど御答弁申し上げたとおり、今回の高度化通信網構築事業は、ローカル５Ｇなどを活

用する企業を町内に誘致して町内の経済の活性化を図ることと、町民の皆様の生活の利便性

の向上を図ることを目指して進めている事業でございます。 

 町内に多くの企業が進出することで雇用の場が生まれ、そこで働く方々が町内に定住して

いただく。そうすることによって町のにぎわいが生まれ、町内の経済も活性化していくもの

と考えております。これが１点目のメリットでございます。 

 ２点目のメリットとしましては、進出した企業がローカル５Ｇのほか高度化通信網を活用

した様々なサービスを展開することで、町民の暮らしがより便利でより豊かになることと考

えております。 

 また、税収の増加という観点からも、工場等の進出で固定資産税の増加が見込まれること

もメリットの一つとなりますし、ローカル５Ｇのコアが値賀中学校、給食センターの跡地の

ほうに設置されますが、それも企業誘致ではなくてよそからそれを利用するということで、

収益事業という形にもなるとこでございます。 

 以上です。 

○議長（井上正旦君） 

 松本栄一君。 

○２番（松本栄一君） 

 固定資産税、いろんな面の町の収入も増えてくると見込まれているようです。ぜひ、こう

いった形で事業を継続していかれるということで、多ければ多いほどそういった税収の部分

に関しては上がると思います。しかしながら、既存の企業に対しても、今後継続して事業が

できるような支援、いろいろそういった部分の安定性を求める形でいけば、進み過ぎてもあ
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まりよくないし、安定させておくべきだと私は思っております。新たな部分の企業さんも現

れてくると思いますが、そのときに町長がどういった町の進展が見込まれると思われておる

のか、その点をお聞きします。 

○議長（井上正旦君） 

 脇山町長。 

○町長（脇山伸太郎君） 

 今後どういった町の進展が見込まれるかの御質問に対し、御答弁申し上げます。 

 今回の高度化通信網構築事業補助金によるローカル５Ｇの設置については、値賀第２コミ

ュニティセンターを含めて町内に４つのローカル５Ｇのアンテナを設置することとなってお

りますが、今後この４つのほかに町内各所に設置を進めていった場合、さらなる活用の拡大

が見込まれ、町の進展が期待されます。 

 これからさらに技術革新が進み設備を整えられた場合ではありますが、活用の具体的な例

として考えられるものの一つとして、これは大分先進的になるかと思っております。環境に

も必要だと思っておりますが、一つとして、ローカル５Ｇを通じた遠隔医療による外科手術

なども挙げられます。これは、医師が手術支援ロボットを操作して遠隔地から手術を行うも

ので、町内において都市部と同じレベルの手術を受けることが可能となるものです。 

 このほかにも、ローカル５Ｇを活用したバスの遠隔型自動運転が実現する可能性がありま

す。既に国内で実証実験が行われている事例があり、技術革新が進みローカル５Ｇのアンテ

ナが町内各所に整備されれば、商用の自動運転バスが運行されることも考えられます。 

 町としても、高度化通信網の利活用について補助事業者と連携し、職員を対象にヒアリン

グを実施しておるとこでございます。様々な意見やアイデアが出ておるとこでございます。 

 このように高度化通信網構築事業を進めていくことで、企業の誘致により雇用の場の創出

と地域経済の活性化が期待されるとともに、町民の生活の利便性向上につながるものと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（井上正旦君） 

 松本栄一君。 

○２番（松本栄一君） 

 最先端の技術を入れることによって、医療に関しても、無人の運転バスやいろんな様々な
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可能性を見いだせるということでありますが、玄海町内には病院も少ないと思います。だか

ら、医療に当たっては、こういった形で一刻も早く進んでほしいと思います。玄海町も高齢

の方が多くなっておりますので、こういった形がもっと早くできれば、まだ医療に関して困

る人がいなくなるという可能性がもっともっと広がって、さらには唐津に病院に行っている

人たちもおられます。その人たちが自宅で医療を受けられると、これは体の負担や経済的負

担も考慮できるということにも値すると思います。 

 この高度化通信網構築事業を進められる中で、雇用の場の創出と地域の経済の活性化、こ

のあたり、町内に多くの企業が進出することで雇用が生まれるということは、企業が来ると

いうことでしょうから、現在そういった企業が玄海町に乗り出されていると思いますが、今

の実績的な部分をお伺いいたします。 

○議長（井上正旦君） 

 脇山町長。 

○町長（脇山伸太郎君） 

 町内に多くの企業が進出することで雇用の場が生まれるということだが現在の雇用実績は

どうなってるかということの御質問に対して、御答弁申し上げます。 

 また、その前に前段として先ほど地域医療のことについて言われました。玄海町において

は、今２診療機関というか医院がありますが、玄海町がずっと存続していくためには医療機

関がないところにはなかなか住民さんも安心して住めないということがありますので、町と

しても今後、私の町長の後のぐらいになるかと思っておりますけれど、医療関係の方たちに

存続してもらうような努めは町としてするべきだと私は思っておりますし、それからあとス

ーパー、買物がなかなかできないような状況、コンビニが幾つか出てきておりますが、住民

さんが買物にいつも唐津まで行かなくてはならないというような状況、そういった医療機関

とスーパーに関しては、これからのまちづくりには町として関わり合って、住民さんの生活

が安定できるようなことも考えていかなくてはならないというのは私もずっと考えていると

こでございます。 

 先ほどの質問に戻りますが、現在の雇用実績ということですが、今回の高度化通信網構築

に関して新たに雇用された人数は次のとおりでございます。ヴルーヴ株式会社が３名で３名

全て町内者の方です。また、ヴルーヴＧＮＯＣ株式会社が４名で、うち町内者が３名でござ

います。その他企業については、データセンターの株式会社ハイレゾが３名で３名全て町内
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者の方、株式会社モーガンフィールドが１名で町内者でございます。今約10名程度の方が町

内の方で雇用が決まってるっていうとこで、そんなお話を聞いております。 

 今後また、いろいろ進出企業があれば、それに合わせて増えていくものだろうと考えてお

るとこでございます。できるだけ地元の方たちの雇用を増やして、そして地元に定住しても

らう必要があろうかと思っております。このほかに、新たに進出される企業につきまして

も、正確な数字は把握しておりませんが町内にお住まいの方を雇用予定と聞いております。

また、これらの企業が本格的に事業を進めていく段階になった際には、さらに雇用が増えて

いくものと考えておるとこでございます。 

 以上です。 

○議長（井上正旦君） 

 松本栄一君。 

○２番（松本栄一君） 

 約10名の方が雇用されているということで、玄海町から若い人たちが仕事がなくて高校卒

業したら就職で町外、県外、出ていかれるということが結構玄海町のほうは多く感じておる

ので、そういった企業が出ることで若い人たちの就職してもらえる先になって、玄海町の住

民が定住してくれるように進めていってほしいっていうのが望みです。 

 それと、今までの問題として、高校卒業したら就職先がないということで出ていかれてる

のが一番だったと思います。そのために、原子力発電所誘致のときも雇用の場をという形で

誘致されたんだと思っております。今後、町民の皆さんが就職して町内に残っていっていた

だければ、町の繁栄は安定するんじゃないかなと私は思っております。そのためにも、今後

とも引き続きこの事業を成功させていただくために頑張っていただきたいと思います。 

 現在の日本は、様々な分野での技術の発達によって進化しています。昭和、平成、令和と

時代によって最新技術が生まれています。高度化通信網構築事業（ローカル５Ｇ）によって

新たな展開が期待できると考えます。 

 しかし、新たな事業にも電力は必要です。玄海原子力発電所は、今も稼働し社会に必要な

電力を作り続けています。今後も、電力に関しては議論し、国からの正しい説明が行われる

と思っております。この２つの電力事業、通信事業のインフラ整備を行政、議会がバックア

ップし、玄海町の発展につなげなければならないと強く思い、今回の一般質問を終わりま

す。 
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○議長（井上正旦君） 

 以上をもって松本栄一君の一般質問を終わります。 

 一般質問を終結いたします。 

 以上をもって本日の議事日程は全部終了いたしました。よって、本日の会議はこれにて散

会いたします。お疲れさまでした。 

午前９時31分 散会 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


